職務経歴書

2023年9月27日現在

氏名：ワーク太郎

■職務経歴概要
大学を卒業後、株式会社AAAAAAAにて●年間光学分野、薄膜関連の技術開発業務に従事いたしました。
具体的には薄膜光学部品の開発やガラス成形の保護膜開発業務を担当し、入社●年目には金型寿命の向上にも貢献しております。
■得意とする経験・分野・スキル

・光学レンズ、フィルター向け光学薄膜の設計、試作、量産業務

・ガラス表面への微細周期構造の形成技術開発

・光学部品の成形技術開発における他社協業の試作調整業務

■会社履歴

	期間
	会社名

	20XX年XX月～現在
	株式会社AAAAAAA


■職務経歴詳細

株式会社AAAAAAA　　20XX年XX月～現在
事業内容：医療機器メーカー
従業員数：●名

資本金：●万円

	期間
	業務内容
	職位

	20XX年XX月

～

20XX年XX月
	東京本社　配属

新人研修


	

	20XX年XX月

～

現在
	○○部　

【担当業務】

■薄膜光学部品の開発
・薄膜設計ソフトの取り扱い
・真空成膜、光学全般の基礎知識の習得
・薄膜光学部品の量産管理、調整業務

・現場担当者への技術指導

■ガラス成形の保護膜開発

・真空成膜装置のオペレーション、保守作業

・表面分析、工程設計（膜表面の定量化）

【使用ツール】

CodeV、ZEMAX
	メンバー


■PCスキル/テクニカルスキル
　CodeV、ZEMAX

TOEIC　●点（20XX年XX月取得）
Word、Excel

■自己PR
好奇心を持って幅広い知識を身につける
未知の分野の技術についても自分たちの製品開発に応用できるように、原理などについて深く理解するように努めています。新しい技術に対して率先して理解を深め、チーム内に説明・共有し、チーム全体の知識・技術レベル向上に貢献してきました。
光学部品のコストダウン
　量産工程に護膜再生を導入することを提案し、飛躍的に金型寿命を向上させることができました。
保護膜の品質が安定化することで膜の耐久性を向上させ、コストダウンにも貢献しました。
また、成形検討を行う担当者との信頼関係が重要であると考え、日々成形工程での小さな課題を聞き、ともに解決できたことが成果に繋がったと考えております。この経験から、コミュニケーションの重要性を学ぶことができました。
今後もさらなるキャリアアップを図っていきたいと考えております。

是非、面接の機会をいただければと思います。何卒よろしくお願い申し上げます。

以上

